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１．はじめに 

学習指導案は「学習指導・授業の設計図」「授業

研究の資料」「授業実践・研究の記録」という側面

を持つ１）。「学習指導・授業の設計図」を換言する

と「構想と自己検討の機能」である。これは，学習

指導案の作成過程において，授業者がその構想を言

語化し，自己に対して明示するものであり，授業の

計画について自己検討を促す。また，「授業研究の

資料」を換言すると「参照と共同検討の機能」であ

る。これは，授業参観や授業研究会において，授業

者が，その構想を共同検討者に対して明示し伝達す

るものであり，授業の評価について共同検討を促す。 

このような学習指導案の機能を追求する方策の

一つに，学習指導案の様式に関する検討がある。例

えば，東・我妻は，病弱・虚弱特別支援学校におい

て近年増加する「心身症等の行動障害」のある児童

生徒の実態に即した教育的配慮事項を盛り込むこ

とを意図した様式の提案している２）。ここでは，学

習指導案の機能である「構想と自己検討の機能」が

明示的に追究された。その上で，これに連動する「参

照と共同検討の機能」は暗示的に想定されたものと

解釈できた。 

また，溝邊は，通常の学級における教科別指導に

おいて，板書の構想が指導案と一体化あるいは主要

となっている「板書型指導案」について，その特徴

と工夫点を明らかにした。ここでは，板書内容につ

いて図示した上で，関連の発問内容を吹き出しにて

表記するなど，授業者の意図が視覚的にも明示され

た作成例や，グラフや図などの資料を貼り出した黒

板の実写版を提示するなどの視認性向上に努めた

作成例などを紹介している３）。ここでは，学習指導

案の機能である「構想と自己検討の機能」と「参照

と共同検討の機能」の両者が明示的に追求された。 

さて，岩手大学教育学部附属特別支援学校（以下，

本校と記す）における学習指導案の様式の検討は，

研究テーマとする中で副次的に着手された。具体的

には，共通の授業づくりの方針「授業づくりの視点」

に即した学習指導案を作成しやすい注釈が付され

た様式が開発され用いられた４）。ここでは，学習指

導案の機能である「構想と自己検討の機能」が明示

的に追究された。その上で，これに連動する「参照

と共同検討の機能」は暗示的に想定されたものと解

釈できた。 

しかし，このような学習指導案の様式の追究がな

されるものの，本校の公開授業研究会等においては，

学習指導案の様式が自省的あるいは批判的に検討

されることは，ほとんどない。このようなメタ的な

テーマは，そもそも授業の評価をテーマとする場に

おいて検討事項の外に置かれがちである。また，共

同検討者にとっては「様式ありき」として自明的に

理解され，暗黙的に受容されているのかもしれない。 

このような仮説の上で，本稿では，従来型の様式

をリフォームした新様式を提案する。従来型の様式

と比較対照するものがあることで，学習指導案の様

式の検討が促されると考えたためである。 
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２．「ワンペーパー指導案」様式の開発 

従来型の様式をリフォームする手順として，以下

の通り，従来型の様式の概要及び取扱の実態を明ら

かにし，改善ニーズを仮定し新様式を開発した。 

（１）従来型の様式の概要及び取扱の実態 

従来型の様式を用いた学習指導案の代表例は，本

校の平成 29年度の学校公開研究会における配布資

料である。これは本校ホームページにおいても公開

されており「遊びの指導」「生活単元学習」「作業学

習」の学習指導案で，全９本である５）。 

これらは「Ａ４版，片面刷り，ホチキスにて右綴

じ，７～10枚（平均 8.3枚）」という形態で共同検

討者に配布された。また，内容項目として「Ⅰ 単

元名」「Ⅱ 授業づくりの視点」「Ⅲ 単元の目標」「Ⅳ 

単元計画」「Ⅴ 本時の授業」「Ⅵ 個人の目標及び支

援」「Ⅶ 評価」が記された。この中でも本時の授業

の詳細を記述した項目（「Ⅴ 本時の授業」における

下位項目「本時の展開」「配置図」と「Ⅵ 個人の目

標及び支援」）は平均で 5.6枚を占めていた。 

このような従来型の様式について，一部の共同検

討者からの私的な発言に次の５つの内容があった。

すなわち，①学習指導案のページ数が多く，読むこ

とに時間がかかる。つまり，授業参観中に捲る手間

がかかる。②授業の状況における場の設定や対象児

童生徒について，学習指導案の記載内容と照合する

ことに時間がかかる。③「本時の展開」（タイムテ

ーブル）が複数ページに渡るため全体像が見えにく

い。④それぞれ別ページに記載の「本時の展開」と

「Ⅵ 個人の目標及び支援」とを一元的に把握しに

くい。⑤各項目間の記載内容に重複がある。 

以上のことから，従来型の様式においては，その

ページ数を減じ物理的に取扱いやすくすること，内

容を一覧し，かつ関連内容を一元的に把握しやすい

ようにすることが改善ニーズとして仮定された。無

論，必要情報を確実に記載することは前提である。 

（２）「ワンペーパー指導案」の概要 

改善ニーズに対応すべく「ワンペーパー指導案」

（以下，ＯＰ指導案と記す）の様式を開発した。こ

れは「Ａ３版，両面刷り，二つ折りで左開，１枚（実

質Ａ４版で換算すると４枚分）」の形態で設計した。 

その上で，内容項目を再編し各ページに配置した。

この作成例を図１～図３にそれぞれ示した。なお，

これらは本校小学部「生活単元学習」の研究授業に

おいて実際に用いられたものである。 

１ページ目（以下，表紙と記す）には「Ⅰ 単元

名」「Ⅱ 授業づくりの視点」「Ⅲ 単元の目標」「Ⅳ 

単元計画」を記載した。ただし，分量が収まらない

場合は，４ページ目（以下，裏表紙と記す）に続け

た。２～３ページ（以下，見開きと記す）には「Ⅴ 

本時の授業」「Ⅵ 個人の目標及び支援」「Ⅶ 評価」

を一元的に記載した。具体的には，「本時の展開」

（タイムテーブル）が前面に示され，その上下には

授業の目標や評価の観点が記された。「本時の展開」

（タイムテーブル）の内部には，配置図がキービジ

ュアルとして配置され，その図中に示された学習者

毎に吹き出しが設けられ，「Ⅵ 個人の目標及び支援」

の内容が記された。 

なお，この見開きにおける記載方法は，岩手大学

教育学部附属幼稚園の指導案における「展開案」や

保育の記録や評価の際に作成される「環境図記録」

６）に倣い発案したものである。 

 

３．ＯＰ指導案様式の検討 

（１）ＯＰ指導案における特長 

ＯＰ指導案における特長として次の３つが考え

られた。すなわち，①利便な形態である。「Ａ３版，

両面刷り，二つ折りで左開，1枚」の形態にしたこ

とで，物理的にも扱いやすく，配布するにあたって

は，印刷及び丁合作業の労力が激減された。 

②一元的なビジュアルである。これは最大の工夫

点でもある見開きでは，そもそも平均 5.6 枚を占

めていた記載内容を２枚に収めるべく，重複内容の

整理やレイアウトなどの工夫がなされた。その上で，

視認性を担保しつつ，一元的にレイアウトした。ま

た，一元化をめざす過程では，記述内容の重複が解

消された。 

③アレンジの発展可能性である。例えば，裏表紙

では，紙面に余裕があり，独自に資料を追加するこ

とも可能である。例えば，道具や製作物等の写真を

掲載することができる。これは，前出の図２の通り 
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掲載することができる。これは，前出の図２の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 表紙の作成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 裏表紙の作成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 見開きの作成例 
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である。また，本校の授業づくりにおいて開発した

評価手順等を示す「評価シート」７）等，共同検討に

資するものを掲載することができる。 

さらに，見開きにおけるアレンジを加えた例を図

４に示した。図中では，学習者個人が使用する道具

や作業場の設定の一部の写真が掲載されている。こ

れは共同検討の焦点を強調した内容であった。この

ことは，そもそもの学習指導案の機能として期待さ

れる「参照と共同検討の機能」に貢献するものと言

えた。なお，この内容は本校中学部「作業学習」の

研究授業において実際用いられたものである。 

（２）ＯＰ指導案における課題 

ＯＰ指導案における課題は，記載する情報量の統

制と視認性の向上が課題である。例えば，表紙では

字数が増え，読みにくくなる恐れがある。このこと

は，見開きでも同様であり，むしろ顕著であった。

この例として図５を示した。これらは本校小学部に

おける日常の授業について，実施後に後方視的に書

き起こした，いわば授業記録である。ここでは，枠

線やレイアウトの審美性が印象的であるが，作成者

からは，情報量が多いことの懸念が示された。そも

そもこの授業では，授業時間である 45分間に３パ

ターンもの場の設定が計画，実施されており，これ

が図示された結果，紙面の情報量が多くなった。こ

のことから，授業者は授業自体が目まぐるしく，活

動を盛り込み過ぎたことが内省したという。 

ＯＰ指導案に記載する量については，紙幅を増や

し増量するよりも，むしろ紙幅の制限内で，記載内

容を精選することで，記載する量を調整したい。記

載内容を精選することは，活動の精選にもつながり，

そもそもの学習指導案の機能として期待される「構

想と自己検討の機能」の促進にもなる。当然このこ

とは，連動する「参照と共同検討の機能」にも貢献

するだろう。 

なお，ＯＰ指導案の見開きは，同一内容を一定期

間繰り返す場合に適しているといえるかもしれな

い。つまりは，「遊びの指導」「生活単元学習」「作

業学習」のような「教科等を合わせた指導」に適し

ていると考えられる。 

（３）今後の課題 

ＯＰ指導案は，共同検討者の視点から仮定した改

善ニーズに基づいた。換言すれば「参照と共同検討

の機能」を第一義的に考えたものである。しかし，

当然ながらこれに連動して，授業者にとっての「構

想と自己検討の機能」への言及にも至った。 

今後の課題として，次の３つを挙げる。すなわち，

①ＯＰ指導案による「構想と自己検討の機能」「参

照と共同検討の機能」の効果を検証すること，②Ｏ

Ｐ指導案の様式における構造や記載方法の洗練，③

ＯＰ指導案と従来型の様式との比較によって相互

の特徴を明確化にし，それぞれの適用の選択範囲を

見出すことである。 
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